
 

 

 

② WEBページ（ホームページ）を閲覧してみましょう。

１) 画面左下の「スタート」を開き「イン
ターネット｣を選択します。

2) ウィンドウの中の、「アドレス
バー｣に見たいページのURL
（http://ｗｗｗなどで始まっている
もの。『ホームページアドレス』な
どとも呼びます。）を入力します。

3) 入力が終了したら、アドレス
バーの右の「移動」ボタンを押しま
す。

4) 該当するページが表示されま
す。

※ 「該当するホームページが表示されない！ どうして？」

その場合には、以下の点をチェックしてください。それでも表示されない場合は、そ
のホームページのデータが無くなっているなど発信元の問題である可能性もあります。

１） アドレスの入力ミスはありませんか？
：（コロン）, /（スラッシュ）, .（ピリオド）などは間違えやすいので注意！

2) ノートパソコンがちゃんとネットワークとつながっていますか？
このマニュアルの2.外部ネットワークを利用するを参照してください。

アドレスバー 移動ボタン

http://www.e-care-project.jp
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3．TV会議システム を使ってみましょう。

① 必要な機器を接続する。

このセクションでは、モニターCの方がe-careスタジオ（慶応大学）と自宅との間で行うTV
会議のためのノートパソコンの使い方を説明します。モニターご本人だけではなく、そばで
サポートされる方もご一読ください。

いつも使っているパソコン本体に加え、デジタルビデオカメラを接続する必要があります。
接続例を写真で示します。通常のパソコン使用時の状態に加えて○がついているところを
チェックしてください。

ネットワークにつながる線

モニター宅では水色の線
になっています。

デジタルビデオの電源スイッチ

デジタルビデオとパソコンの接続 ・デジタルビデオの電源コード
・パソコン接続用の出力端子

ビデオ⇔パソコン接続

ビデオカメラ用電源ケーブル

斜め下の「カメラ」モード
になっていることを確認

背面

カメラ前面に二つの端子
が刺さっていることを確認

パソコンの右側の穴にカードを
押し込んでください。

以上の接続を確認したらパソコン、デジタルカメラの両方の電源を入れてください。

http://www.e-care-project.jp
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② TV会議に使うソフトを立ち上げる。映像送受信の準備をしましょう。

モニター宅とスタジオ間で映像と音声の送受信を
行うのために「Dvcomm」というソフトウェアを使います。

左の写真でまるく囲ってある部分の絵を二回クリックする
と新しく四角い画面が出てきます。

１) 受信をするには、○で囲ってある部分を選択し･･･
下に広がったボックス上の「受信開始」を選択します。

そうすると、この画面上に受信した映像が写されます。（も
ちろん、音声も聞こえます。）

２) 受信を停止するときには、開始した時と同じボックスの
「受信停止」を選択します。

１) 送信をするには、受信タブの左隣の「送信」を選択
し････
下に広がったボックス上の「送信開始」を選択します。

2) すると写真のようにあて先について確かめるダイアログ
ボックスが出ますが、表示されている値などをいじらずに
「OK」ボタンを押してください。

3) 今現在自分の手元のパソコンが送信している映像を別
のウィンドウで確かめることができます。

4) 送信を停止するときには、開始した時と同じボックスの
「送信中止」を選択します。

送信する。

受信する。

③ ここまででTV会議に関する一連の操作は終わりです。

会議が終わったら 電源を切って、機材を保管してください。
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